
平成１９年度青空熱血先生養成塾委員会 事業計画書 
 

 

 主旨 野外活動の企画運営を通し、地域の指導者を育成する。    野外活動を通して、青少年の生きる力を育む。 
 目的  
JOJ の企画・運営を通し、一人で考え行動する（自分の限界を決め、甘えるも厳しくするも、自分のさじ加減一つの環境・自分の考え一つで物事が決定できる環境）ことと違い、他者と共に目標に向かい、考え行動し、達成する。（一つの目標に向かい、互いの考えを検証し行動に移し実現する環境） これは、これから社会にで、活躍しようとする人には貴重な経験である。 この経験を委員会活動で与え、地域の指導者を育成することを目的とする。   野外活動を通して、普段の生活では感じにくい 時間の流れ（朝日、昼の太陽、夕日、夕暮れ、夜空）・風の音・星の光・寒さ・暖かさ 不快感・心地よさ・静寂などを、共に感じ、そして語り合う。 野外生活では、与えられる生活になれたもの同士が、限られた供給と手助けの中で、リーダーは、一人ひとりに役割を与え、班員と協力し合い行動し野外生活を営む。 この活動を通し、参加者の自分に対する自信（存在価値）と、他のものに対する感謝の気持ちを育み、生きる力を養うための礎とすることを目的とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

青空熱血先生養成塾 教育委員会 委員長 牧田年矢 副委員長 服部好美  スタッフ 4名程度 リーダー 9名程度 



教育プログラム内容 主題 内容 担当 
 企 
 

 画 
 

・ 児童募集 ・ 元気村プログラム ・ 保護者説明会 ・ 児童集会 ・ JOJ２００７ ・ 保護者報告会 
⇒コンセプト立案 ⇒プログラム例習得 ⇒プログラム立案 ⇒企画・運営 ⇒企画・運営 ⇒企画・運営 

 

 

・ 児童募集 ・ 幼稚園研修①② ・ 元気村プログラム ・ 保護者説明会 ・ 児童集会 ・ JOJ２００７ ・ 保護者報告会 
  

 年間事業計画 

 

 

 

 日 予 定 会場 担当 １     ２  入塾式   ３     ４  幼稚園研修①・元気村プログラム参加 黒川キャンプ場  ５     ６  保護者説明会   ７  児童集会・試行キャンプ・幼稚園研修②   ８ 23～26 ジュニア・アウトドア・ジャンボリー2007 黒川キャンプ場  ９  保護者報告会   １０     １１     １２     



予算 

他研修に関る費用は受益者負担とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入 支出 委員会事業費 １５０，０００ 会場費 １００，０００ 参加費 ６１６，０００ 会場設営費 ８０，０００ （11000＠＊５６名）  印刷費 １００，０００ 
  備品購入費 ７００，０００ 
  郵送費 ５０，０００ 合  計 ７６６，０００ 合  計 ７６６，０００ 


